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平成 28年５月 16日 

各 位 

                         会 社 名  株 式 会 社 き も と 

                                                            (略称 ＫＩＭＯＴＯ) 

                           (ＵＲＬ http://www.kimoto.co.jp/) 

                         代表者名 代表取締役社長 木本 和伸 

                          (コード番号 ７９０８ 東証第一部) 

                       問合せ先 取締役 管理本部長 鈴木 亮介 

                          (ＴＥＬ ０３－６７５８－０３００) 

 

中期経営計画について 

（２０１７年３月期～２０１９年３月期） 
 

株式会社きもとは、当社を取り巻く経営環境を踏まえ、持続的に成長する企業を目指し、このた

び２０１９年３月期までの「第四次中期経営計画」を策定しましたのでお知らせします。 

 

 

概要 

 

１．基本理念 

ＫＩＭＯＴＯは、技術開発型の企業としてグローバルに発展することにより、顧客・株主及

び従業員の満足を得ることに努め、地域の発展と繁栄に寄与し、地球環境をまもり、未来に向

けて社会とともに前進します。 

 

２．長期ビジョン 

当社グループは、継続的に事業の革新に努めユニークな 100年企業を目指します。 

 

３．第四次中期経営計画の基本方針 

当社グループは、グローバル企業として継続的かつ収益性の高い企業を目指します。 

主要事業であるフィルム事業は、付加価値のあるフィルム製品の開発および IoT 技術による

生産性の向上を強化します。また、高収益事業としてデジタルデータ加工技術を用いた事業 

（データキッチン）の世界展開、製造業へのコミュニケーションコンサルティング事業を強化

し、来るべき IoT社会への対応を進め、社会へ貢献してまいります。 

 

４．中期経営目標 

当社グループの第四次中期経営計画において目標とする指標は以下の通りです。 

 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 

売上高（百万円） 16,200   18,000   21,000   

営業利益（百万円） 0   600   1,800   
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施策 

 

１． フィルム事業 

（１）基本方針 

当社グループは、IoT関連市場において積極的に新製品の開発を進めます。また、IoTを 

活用し製造技術の改革に取り組み、経営効率の向上を目指します。 

（２）重点施策と目標 

・2016年から 2018年に総額 25億円の設備投資 

・IoT市場に関連するタッチパネル、ディスプレイ、センサー市場を中心に売上高 50％増 

・粘着、離型製品において新規フィルム売上高 15億円 

 

２． データキッチン事業 

（１）基本方針 

時代の変遷とともに変化するニーズに画像処理技術、データ加工技術を発展させ、多種

多様な分野で利用されるデジタルデータを提供します。 

（２）重点施策と目標 

・画像処理技術、データ加工技術のマルチ化 

・点群データによる３次元データ作成技術の強化 

・データ事業を初年度６億円、３年後に 14億円のビジネスに発展 

 

３． コンサルティング事業 

（１）基本方針 

 製造業における工場内のコミュニケーション活性化、ワークフロー改善など新しい働き

方の提案を通じて、お客様へ解決策を示しその発展を助けるコンサルティング業務を推進

します。 

（２）重点施策と目標 

・製造業コミュニケーション活性化のための様々なツール開発 

・人材の更なる育成 

・製造業の工場内コンサルティング事業を中心に初年度２億円、３年後には 10億円の 

ビジネスに発展 

 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

以上 


















































